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ふれあい予約バスの運用変更について
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資料６

概要 ・ふれあい予約バスは予約型（デマンド型）運行により、「かみのごう線」「ふしみ線」の２路線を設定。

・タクシー車両を使い、予約のあったバス停間のみを運行。

・どちらも１日９便の運行だが、「かみのごう線」は走行エリアが広いことから、

便ごとに右回りルート、左回りルートを切り替えて運行。

（第１便：右回り、第２便：左回り、第３便:右回り・・・）

・走行エリアの広さによりバス停が広範囲に点在していることから、

「かみのごう線：３台（最大１２名）／便」「ふしみ線：２台（最大８名）／便」運行できるように設定。

指標 かみのごう線 ふしみ線 かみのごう線との比較

年間運行日数 243日 243日 -

年間利用者数 3,105人 5,321人
約１．７倍

１日平均利用者数 12.8人/日 21.9人/日

年間発車台数 1,590台 2,188台 約１．４倍

乗合率 2.0人/台 2.4人/台 約１．２倍

令和6年度ふれあい予約バス運行実績より

かみのごう線の利用者は減少しており、
ふしみ線では満員で断る
（次便へ案内）するケースがあるため、
かみのごう線とふしみ線の
対応台数を変更してほしい。

令和6年度事業者アンケートより

対応 現状を鑑み、令和7年１０月１日（水）の運行から、以下のとおりの運用に変更する。
※ただし、運用に支障が発生した場合は再度検討する。

旧） かみのごう線 ３台／便 、 ふしみ線 ２台／便
新） かみのごう線 ２台／便 、 ふしみ線 ３台／便

ふしみ線の利用増傾向 需給のミスマッチ


